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備えた客船

輩 |

ン 犠―

■Ⅲ接

春日丸 (筆者所蔵)

《 主 要 目 》 資 害船、日本郵船所属、総トン数3,797トン、重量 トン数3,933トン、垂線間長11430メー トル、型幅]341メ ー トル、主機 3連成汽機
1基、最大出力4,4117馬力、最高速力1692ノ ット。旅客定員 1等60人、 2等 33人、 3等 202人。明治31年 (1893)6月 英R ネ ビアS
サンズ社 (グラスヨー)で 建造。同年 9月横浜回着。翌月から豪州航臨に就航。昭和10年 (1935)解体。同型nHこ見丸、A幡 丸 (初代)
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春日丸の 1等食堂 (『乗客案内 郵 船国会Jよ り)
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名 船 発 掘 ・日本

冷
房
装
置
を
備
え
た
日
本
最
初
の
船
は
？

日
本
で
最
初
に
冷
房
装
置
を
導
入
し
た
の
は
何
と

い
う
船
だ
ろ
う
か
。
航
路
は
ど
こ
だ
ろ
う
。

戦
前
の
欧
州
、豪
州
航
路
の
定
期
客
船
は
、
熱
帝

亜
熱
帯
海
域
を
通
過
す
る
か
ら
、
冷
房
が
あ
れ
ば
船

行
は
快
適
だ

っ
た
は
ず
だ
。
じ

っ
さ
い
、
欧
州
航
路

の
「新
田
九
」
（１
万
７
１
５
０
総
ト
ン
、
昭
和
１５
年

建
造
）
に
は
冷
房
装
置
が
あ

っ
た
。
「新
凹
九
問
容
』

（日
本
郵
船
編
刊
）
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

―
―
二
等
食
堂
と

一
等
食
堂
、
特
別
食
堂
、
理
髪

室
、
美
容
室
な
ど
の
公
室
の
外
に
、　
一
等
各
室
全
部

と
特
別
京
に
冷
房
装
置
が
施
し
て
あ
る
。
（中
略
）
一

年
各
室
全
部
に
冷
一冴
装
置
を
し
た
の
は
、
新
田
九
が

世
界
で
☆
初
だ
。
―
―

残
念
な
が
ら
、
「新
田
丸
」
は
第
２
次
大
戦
勃
発
の

た
め
欧
州
航
路
に
は
就
か
ず
、
こ
の
新
設
備
が
効
米

を
発
揮
し
な
い
で
終
わ

っ
て
し
ま

っ
た
。

ま
た
、
『関
釜
連
絡
船
史
』
（昭
和
５４
年
、
広
島
鉄

道
管
理
局
編
刊
）
に
よ
る
と
、
「新
田
九
」
の
３
年
余

り
ま
え
に
竣
工
し
た
関
金
連
絡
船

「金
剛
丸
」
「興
安

九
」
（７
０
８
０
総
ト
ン
）
は
、
キ
ヤ
リ
ヤ
式
冷
十冴
装

置
に
よ
り
、
冷
気
を
令
客
室
に
送

っ
て
い
た
と
い
う
。

同
苦
の
説
明
だ
と
こ
の
方
式
は
、
と
り
い
れ
た
外
気

を
、
冷
束
機
で
つ
く

っ
た
冷
水
で
冷
や
し
、
こ
れ
を

全
客
室
に
送
風
す
る
も
の
だ

っ
た
ら
し
い
。

い
っ
ぽ
う
家
州
航
路
で
は
、
明
治
期
の
船
に
さ
か

の
ぼ
る
。
明
治
３４
年

（１
９
０
１
）
に
英
国
で
建
造

さ
れ
た

「熊
野
丸
」
（５
０
７
６
総
ト
ン
）
と
、
そ
の

２
年
後
に
三
菱
長
崎
造
船
所
で
誕
生
し
た
「
日
光
九
」

（５
５
３
９
総
ト
ン
）
に
は
、
冷
房
装
置
が
あ

っ
た
。

山
高
五
郎
氏
の

『日
の
九
船
隊
史
話
』
（昭
和
１７
年
、

千
歳
書
房
刊
）
に
よ
る
と
、
そ
の
し
く
み
は
、
外
気

を
送
風
機
で
各
室
に
送
り
込
む
途
中
、
冷
束
機
か
ら

と

っ
た
冷
液
で
空
気
を
冷
却
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

原
理
は

「金
剛
丸
」
級
と
同
じ
だ
が
、
効
果
は
あ
ま

り
な
か

っ
た
ら
し
い
。
ち
な
み
に
こ
の
時
代
、
陸
上

で
は
す
で
に
電
気
扇
風
機
が
あ

っ
た
。

「北
海
の
氷

宮
に
在
る
が
如
し
」

豪
州
航
路
は
日
清
戦
争
後
、
日
本
郵
船
が
開
設
し

た
。
開
設
２
年
後
、
３
８
０
０
総
ト
ン
の
新
造
船
「春

日
丸
」
級
３
隻
が
就
航
し
た
。

そ
の
こ
ろ
束
京
の
束
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た

『宋

客
案
内

・
郵
船
図
会
』
に
よ
る
と
、
「春
日
九
」
の
１

等
食
堂
に
は
、
「入
力
発
風
機
」
と
で
も
称
す
べ
き
風

変
わ
り
な
し
か
け
が
あ

つ
た
と
い
う
。
右
頁
の
イ
ラ

ス
ト
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。
食
卓
上
の
暖
簾
の
よ

う
な
ヒ
ラ
ヒ
ラ
し
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
ヒ
ラ
ヒ
ラ
に
ヒ
モ
を

つ
け
、
そ
の
は
し
を
人

問
が
引
い
て
瓜
を
送
り
、
ウ
チ
ワ
の
は
た
ら
き
を
さ

せ
よ
う
と
い
う
し
か
け
で
あ
る
。
ひ
と
昔
ま
え
の
天

井
局
風
機
に
似
た
役
目
を
し
て
い
る
わ
け
だ
。
一局
瓜

機
の
よ
う
に
動
き
が
あ
わ
た
だ
し
く
な
い
か
ら
、
気

持
ち
の
い
い
も
の
だ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
．

効
果
に
つ
い
て
は
、
『乗
客
案
内

・
郵
船
図
会
』
に

こ
う
あ
る
。
文
中
、
「北
海
の
水
官
」
と
は
、
い
さ
さ

か
オ
ー
バ
ー
な
表
現
で
は
あ
る
が
．

―
―
涼

風
颯
然
、
気
秋
の
如
く
、
快
適

い
ふ
べ
か

ら
ず
、
南
進
万
里
、
赤
道
直
下
を
通
過
す
る
も
、
身

は
北
海
の
氷
官
に
在
る
を
夢
む
ら
む
。
―
―

こ
の
こ
ろ
、
ロ
ン
ド
ン
留
学
の
た
め
ド
イ
ツ
客
船

で
欧
州

へ
旅
し
た
要
Ｈ
漱
石
は
、
■
海
寄
航
中
、
ホ

テ
ル
の
食
生
で

「人
力
発
瓜
機
」
に
接
し
た
。
も
と

も
と
は
中
国
人
の
発
明
か
も
し
れ
な
い
。

「春
日
丸
」
級
３
隻
は
、
航
路
開
設
直
後
の
取
締
役

会
で
建
造
が
決
ま

っ
た
も
の
で
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
Ｒ

ネ
ピ
ア
＆
サ
ン
ズ
社
に
発
注
さ
れ
た
ｃ
皇
室
ヨ
ッ
ト

の
機
能
を
持

つ
灯
台
視
祭
船

「明
治
九
」
（１
０
２
７

総
ト
ン
）
を
進

っ
た
老
舗
造
船
所
で
あ
る
。
船
価
は

１
隻
あ
た
り
邦
貨
約
７３
万
円
。
同
時
期
に
央
同
で
誕

生
し
た
欧
州
航
路
の
「神
奈
川
九
」
（６
１
５
１
総
ト

ン
）
の
船
価
が
７７
万
円
だ

っ
た
か
ら
、
ず

い
ぶ
ん
カ

ネ
を
か
け
た
貨
客
船
で
あ

っ
た
。

「春
日
丸
」
は
同
型
３
隻

（同
型
船

「
二
見
九
」
「
八

幡
丸
し
の
第
１
船
で
あ
る
。
明
治
３‐
年
（１
８
９
８
）

６
月
に
竣
工
。
同
年
９
月
横
浜
川
着
。
翌
月
か
ら
家

州
航
路
に
就
航
し
た
。

日
露
戦
争
で
は
れ
年
に
徴
用
さ
れ
、
仮
装
巡
洋
陥

と

し

て
軍
務

に
服

し
た
。
次

い
で
、
大

正
４
年

（１
９
１
５
）
に
上
海
航
路
、
同
ゼ
年
に
青
島
航
路

に
転
配
。
昭
和
６
年
（１
９
３
１
）
に
係
船
と
な
り
、

同
１０
年

（１
９
３
０
）
に
解
体
さ
れ
た
。山

田
迪
生
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